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V103a 野辺山 45m電波望遠鏡の観測効率向上
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野辺山 45m電波望遠鏡は、運用開始から 30年以上経過した現在も、日々、性能向上の努力が続けられている。
昨シーズン（Season 2015-2016）、我々は、（１）ホログラフィー測定に基づく鏡面調整、（２）ビーム伝送系鏡面
の反射率の向上、（３）新マルチビーム受信機 FORESTの導入・共同利用観測への提供、を行い、共同利用観測
においても、従来の６倍以上のマッピング・スピードを達成したので、これらについて報告する。
ホログラフィー測定は、CS衛星からの 19GHz帯の信号を利用して行い、測定結果に基づいて、主鏡面を構成

する約 600枚のパネルに取り付けられたアクチュエーターを手動で調整した。測定と調整を繰り返し、当初の鏡
面誤差 190µm rms から 80µm rms まで改善した。これにより、100GHz帯において、主ビーム能率、開口能率
は、5–10ポイント程度改善した。ビーム伝送系の第２、第３反射鏡は、CFRPに導電性塗料を塗布した回転楕円
鏡であったが、これに金属箔を貼ることにより、反射率の向上を実現し、100GHz帯における光学系起因の雑音
温度を 13K程度下げることに成功した。新マルチビーム受信機 FORESTは、4ビーム・両偏波・2SB受信機であ
り、近年 100GHz帯の主力受信機となっている、TZ受信機に比べて 4倍のマッピング観測効率を実現しており、
Season 2015-2016から共同利用観測への提供を開始した。これらの向上により、同じノイズレベルを得るために
必要なマッピング観測時間は、従来のおよそ 1/6以下になると見込まれる。


